


月
、重t
現
在牛?
の人上
富は
山
市
石
坂

八
五。

明
治
三
十
四
年
十

番
地
善
昭
…
-寺
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
今

日
、
八
十
一
年
に
及
ぶ
牛
人
の
心
の

軌
跡
を
た
ど
っ
て
行
く
と
、

父
の
心

根
の
優
し
さ
と
実
直
き
、

母
の
気
丈

と
も
い
え
る
二
つ
の
血
が
牛
人
の
中

に
分
か
ち
難
く
受
け
継
が
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の

血
が
後
年
の
牛
人
の
作
品
に
、

と
豪
放
、

理
知
と
情
熱
と
て
も
い
う

べ
き
相
矛
盾
し
た
形
と
な
っ
て
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

大
正
六
年
富
山
県
立
高
岡
工
芸
学

校
本
科
図
案
科
に
入
学
、

条
派
の
流
れ
を

む
中
島
秋}こ
圃ほこ
にで
絵四

画
を
習
い
ま
す
が
、
当
時
の
牛
人
の

作
品
に
は
四
条
派
の
影
響
は
全
く
見

ら
れ
ず

略
筆
、
減
筆
に
よ
る
力
強

い
筆
致
か
ら
は
む
し
ろ
狩
野
派
の
影

響
さ
え
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

負
け
ん

気
の
強
い
牛
人
の
性
格
に
は
、
写
実

的
で
お
だ
や
か
な
秋
田
の
作
風
に
は
、

な
じ
ま
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
昭
和
二
年
、
高
岡
工
芸
学
校
の

卒
業
生
で
組
織
す
る
「
富
山
工
芸
会
」

に
参
加
。
昭
和
五
年
、
第
十
七
回
商

工
省
工
芸
展
覧
会
に
出
品
し
た
「
林

麿i和α
〈靖r
牛図ず
人木?
〉象f
案最f
四f
中曲1
島昇7
杢?風ム
，呈f・ど 」
三巴 う 戸、

作重
出

が
二
等
賞

(
最
高
賞
)
を
受
賞
。
第

二
十
回
展
三
等
賞
、

第

二
十
二
回
展

二
等
賞
、
第
二
十
三
回
展
三
等
賞
、

第
二
十
四
回
展
三
等
賞
、
第
二
十
五

回
展
二
等
賞
と
矢
つ

ぎ
早
に
受
賞
を

重
ね

図
案
家
と
し
て

一
躍
全
国
に

繊
細

県立近代美術館収蔵美術作自
紹介回

「ガ マ 仙 人」
筆 牛人 1969作

レ

そ
の
名
を
轟
か
す
軍
』
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
第
二
十
五
回
(
昭
和

十
四
年
)
を
最
後
に
商
工
展
へ
の
出

品
を
中
断
し
、

画
家
と
し
て
の
孤
独

と
貧
困
の
道
を
ひ
た
す
ら
に
歩
み
は

じ
め
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
に
制
作
さ
れ
た
「
ガ

マ
仙
人
」
は
、
牛
人
に
と
っ
て
は
や 光ミ

国
の
水
墨
画
は

理
知
と
情
熱

と
を
た
く
み
に
調
和
さ
せ
つ
つ
魂
の

世
界
に
ま
で
昇
華
さ
せ
た
特
異
な
作

や
後
期
の
作
品
で
す
0

・
従
来
の
我
が

和
紙
の
に
じ
み
や

生
来
の
繊
細
と
豪
放
、

墨
に
加
え
る
水
量
に
よ
る
濃
淡
を
主

体
と
し
て
成
立
し
て
き
ま
し
た
が

風
と
、
東
洋
の
遊
狂
と
で
も
い
う
べ

き
精
神
世
界
の
展
開
が
注
目
を
受
け

牛
人
の
作
ロ
ロロ

は

れ
カ3

Lt 
に・と
じ・ん
み・ど

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

ま
し
た
。

や
墨
に
水
を
加
え
る
こ
と
を
拒
否
し
、

一
気
仲
成
に
引
か
れ
る
細
く
鋭
い
ハ

日
本
の
美
術
史
上
に
新
た
な

一
ぺ

ー
ジ
を
聞
く
か
に
み
え
た
牛
人
も
健

ガ
ネ
の
よ
う
な
渇
筆
の
線
と
、
渇
筆

康
に
は
勝
て
ず
、
こ
の
個
展
を
境
に

し
て
、
作
品
か
ら
は

一
種
異
様
な
緊

迫
感
と
精
神
性
が
急
速
に
失
わ
れ
て

ゆ
き
ま
す
。
昭
和
四
十
八
年
脳
卒
中

で
入
院
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

近
代
美
術
館
で
は
五
月
二
十
日
か

を
こ
す
り
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

ず
る
異
様
な
量
魂
と
の
奇
妙
な
バ
ラ

ン
ス
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
線

描
に
は
小
杉
放
掩
や
藤
田
嗣
治
の
影

響
カZ

人
物
形
態
の
把
握
の
方
法
に

は
ピ
カ
ソ
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。

ら
六
月
二
十
日
ま
で
「
筆

を
開
催
し
、
こ
の
特
異
な
作
家
の
全

貌
を
紹
介
し
ま
す
。

牛
人
展
」

昭
和
四
十
四
年
二
月
、
読
売
新
聞

社
主
催
に
よ
り
池
袋
西
武
百
貨
庖
で

初
の
東
京
個
展
が
開
催
さ
れ
、
牛
人

主
任
学
芸
員

望JZ
夫
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本
公
園
は
、
k
池
な
ど
の
「
た
め

池
」
を
中
心
と
し
た
、
標
高
二
卜
1

3つの

ため池がある

固
と
し
て
、

小
杉
町
太
閉
山
住
宅
川

積
を
有
す
る
大
規
模
な
公
園
で
す
。

太
閤
山
ラ
ン
ド
一は
小
杉
町
太
閤
山
住
宅
団
地
の
南
に

じ
卜
日
の
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
で
、

富山県民公園太閤山ランド基本設計図

県
日比
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
は
置
県

本
と
ア
カ
マ
ツ

コ
ナ
ラ
な
ど
の
豊

特
色
あ
る
施
設
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

百
年
を
」
記
念
し
、

5; i1 
ソつ日
jの方
ンに

つ
の
大
き
な
「
た
め
池
」

公
園
の
入
口
と
そ
れ
に
続
く
-
二

.
需
が
こ

の
太
閤
山
ラ
ン
ド
の
シ
ン

ボ
ル
ゾ
|

広
く
県
民
の
み
な

か
な
緑
に
恵
ま
れ
た
環
境
に

Il 
Il' 

さ
ん
が
子
粍
に
利
用
で
き
る
部
山
公

キロ

川

ト

H
の
約
.h
卜
じ

・-
」
広
の
面

地
の
|布

h
卜
八
年
の
開
園
を
め

公
閏
の
利
用

H
的
か
ら
全
体
を
瓦

そ
れ
ぞ
れ

つ
の
ゾ

l
ン
に
ば
分
し

ざ
し
て
急
ピ

ッ
チ
に
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。
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ン
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

入
口
か
ら
緑
の
導
入
路
に
入
る
と

池
に
面
し
て
レ
ン
ガ
舗
装
の
入
口
広

場
が
あ
り
ま
す
。

，駐
車こ
ι日マ
J務」

を
管中
理心
棟に
サ竹

壬!Lレ
両又 寸

けで

つ j、
勺ウ
守ス

の
広
場
は
各
ゾ
1

ン
へ
の
出
発
点
と

な
り
ま
す
。

入
口
広
場
か
ら
、
新
造
池
に
浮
か
ぶ

浮
橋
を
渡
り
、
両
側
に
滝
の
流
れ
落

ち
る
階
段
を
登
る
と
公
園
シ
ン
ボ
ル

塔
の
あ
る
中
央
広
場
に
で
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
眼
前
に
、
た
め
池
と
射

水
平
野
、
立
山
連
峰
の
山
々
を
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

プール広場

日本海側最大の

中
央
広
場
の
西
側
に
広
が
る
こ
ど

も
の
国
ゾ

l
ン
は
、
こ
ど
も
達
と
家

族
が
そ
ろ

っ
て
来
し
め
る
ゾ
l
ン
で
、
，

そ
の
中
心
と
な
る
の
は
、
日
本
海
側

最
大
規
模
の
プ
l

ル
広
場
で
す
。

面
積
-一

・
九
の
の
中
に
浜
辺
の
よ

う
に
波
が
打
ち
寄
せ
る

4
坦
波
.
ア
ー
ル
H

ボ
ブ
ス
レ
ー
の
よ
、
フ
な

H

滝
す
ベ
り
H

夢
の
ト

ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る

H

流
れ
る
プ

l
ル
H

立
山
連
峰
を
形
ど

っ
た
壁
画
を
バ

ッ

ク
に
水
が
流
れ
落
ち
る

H

水
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
H

遊
具
の
あ
る
幼
児
用
プ
ー
ル
で
あ
る

H

水
の
お
も
ち
つ
箱
H

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
0

ア
ー
ル
が
緑
の

地
形
を
生
か
し
て
配
置
さ
れ
て
お
り

夏
の

日
を
思
い
き
り
楽
し
む
こ
と

計
画
で
す
。

屋内外で

楽しめる

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
l

ン
は
、
多
目
的
な

利
用
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
設

け
ら
れ
、

フ
ァ

ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

場
と
な
る
ゾ

l
ン
で
す
。

水
辺
広
場
の
芝
生

は
休
養
と
軽
ス
ポ
ー
ツ
に

多
目
的
体
育
館

演
会
の
催
物
の
鑑
賞
に

は
、
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
か
各
種
公

次代をになう子どもだちはもちろん、大人たちも、
一日千秋のおもいで待っている太閤山ランドの建設現
場を、空から見てみましだ。
既に出来あガっている「頼成の森」や「自然保護セ
ンター「ねいの里」などに続くこの大型公園は、急ピ
ッチで進められる置県百年記念の「新世紀博覧会場」
と相前後してオフンします。

多
目
的
広
場

は
、
面
積
約
三
信
の
ジ
ャ
ン
ボ
グ
ラ

ン
ド
を
中
心
に
、
運
動
広
場
、
ゲ
ー

ム
コ
l
ナ
、
屋
外
催
し
物
場
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ト
リ
ム
コ
l

ス
で
は
、
木
製

遊
具
の
組
合
せ
に
よ
り
楽
し
み
な
が

ら
、
体
力
守
つ
く
り
が
で
き
ま
す
。

が
で
き
ま
す
。

プ
ー
ル
広
場
の
南
に
は
、
芝
生
広

場
が
広
が
り
、
恐
竜
、
象
、
キ
リ

ン
、

ワ一一

、
カ
メ
な
ど
が
木
陰
や
渓
流
の

ほ
と
り
に
点
在
し
、
ま
た
、
そ
の
周

辺
に
は
、
空
中
を
自
転
車
で
走
る

ス
カ
イ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

大
型
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
で
あ
る

「ジ
ャ
ン
ボ
ド
リ
ー
ム
」

コ
ン
ャ
ン
ボ
、
ネ
ッ
ト
」

が
あ
り
、
春
か
ら
秋
ま
で
、
ピ

ク

ツ
ク
を
兼
ね
て
利
用
で
き
ま
す
。

そ
の
他
、
開
国
後
も
、
野
外
劇
場
や

キ
ャ
ン
プ
場
の
諮
備
を
進
め
て
ゆ
く

開園後に整備

充実される

動
物
ゾ
l

ン
は
、
子
供
牧
場
と
し

て
、
羊
、
豚
、

鶏
な
ど
の
家
畜
園
と

一一
一
9
9寄J
喜一告白雲涯一一一

|

|
ズ
バ
リ
「
ふ
れ
あ
い
の
船
事
業
」

と
は
!
i

こ
れ
か
ら
は
海
洋
の
時
代
、
海
も

山
も
あ
る
富
山
県
の
少
年
た
ち
が
、

同
じ
船
に
乗

っ
て
、
大
き
な
海
原
の

真

っ
只
中
で
、
共
に
語
り
、
遊
び
、

船
上
で
の
利
点
を
生
か
し
た
勉
強
も

I六一

し
、
そ
し
て
、
富
山
県
と
海
と
の
か

か
わ
り
や
昔
の
憶
い
出
を
熱

っ
ぽ
く

話
し
て
く
れ
る
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ

あ
う
機
会
。
こ
れ
が
初
め
て
企
画
し

た
「
ふ
れ
あ
い
の
船
事
業
」
で
す
。

「
少
年
に
夢
と
希
望
を
も
た
せ
、

自
立
心
や
友
愛
、
協
調
の
精
神
を
培

う
:
:
:
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

ど
ん
な
船
に
、

つ
頃

県
が
毎
年
行

っ
て
い
る
「
富
山
県

青
年
海
外
派
遣
事
業
」
が
あ
り
ま
す

ね
。
今
年
は
九
月

・
十
月
に
か
け
て

中
国
ヘ
派
遣
す
る
の
で
船
を
利
用
し

ま
す
。

と中山
帰国新こ
るへ港の
の 。へ船
で 中、は
す国そ神
がをし戸
出 でか
こて青ら
の富年出
中山 を航
国新乗し
へ港せて
のへで富

往
復
の
前
後
、
す
な
わ
ち
、
カ
ラ
船

を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
ア
イ

デ
ア
で
す
。

ー
!
と
す
る
と
二
回
利
用
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
ね

そ
う
な
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず

神
戸
か
ら
富
山
新
港
ま
で
は
、
瀬
戸

内
海
か
ら
日
本
海
へ
と
進
行
す
る
た

め
に
二
泊
三
日
か
か
り
ま
す
。
こ
の

時
の
船
を
利
用
す
る
の
が
少
年

(児

童
)
と
お
年
寄
り
の
世
代
間
交
流
を
は

か
る
「
ふ
れ
あ
い
の
船
」
。

中
国
か
ら
帰

っ
て
き
た
船
に
中
学

生
を
乗
せ
て
、
富
山
湾
か
ら
能
登
沖
、

佐
渡
ヵ
島
周
辺
を

一
泊
二
日
で
往
復

す
る
の
が
「
友
情
の
船
」
で
す
。

刊行物閲覧コーナ
県庁県民相談室内に

県庁の県民相談室内に「刊行物閲覧コーナ

行政・統計資料466点

乗
馬
コ
l

ス
を
計
画
し
て
い
ま
す
が

開
園
後
に
整
備
の
予
定
で
す
。

心づかい
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
ゾ

l
ン
は
、
公
園

の
維
持
管
理
の
基
地
と
な
る
ゾ
ー
ン

で
、
開
固
ま
で
に
駐
車
場
を
整
備
す

る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
他
公
園
樹
木

を
育
て
る
苗
圃
や
維
持
管
理
セ
ン
タ

ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

」
れ
ら
の
施
設
は
、
サ
イ
ク
リ
ン

4 

ク
道
路
、
散
策
路
、
園
路
で
結
ば
れ

て
お
り
、
そ
の
周
辺
の
林
で
は
、
植

物
や
野
鳥
の
観
察
も
で
き
、
ま
た
木

陰
の
休
憩
場
所
と
し
て
疎
林
広
場
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

待
ち
遠
し
い
開
園

こ
の
よ
う
に
県
民
公
園
太
閤
山
ラ

ン
ド
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
憩
い

と
潤
い
の
場
と
し
て
整
備
を
進
め
て

お
り
、
昭
和
五
十
八
年
に
は
、
約
八
十

広
が
開
園
の
予
定
で
あ
り
、
全
体
が

完
成
す
れ
ば
年
間
約
尺
卜
万
人
の
利

用
者
で
賑
う
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ど
れ
位
の
人
数
が
乗
れ
る
ん
で

す
か
。
募
集
す
る
ん
で
す
か

両
方
と
も
約
四
百
五
十
名
で
、
「ふ

れ
あ
い
の
船
」
の
方
は
、
少
年
が
約

問
百
名
、
お
年
寄
り
が
約
五
十
名
で

す
。参

加
者
に
つ
い
て
は

市
町
村
や

教
育
委
員
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
、
県

で
決
定
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
五
月
中
に
各
市

町
村
や
関
係
機
関
へ
連
絡
す
る
こ
と

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

5 

一」を設けました。このコーナーは、県が作

成した刊行物を県民のみなさんに利用してい

ただくためのもので、各部局で作成した行政

資料や統計資料、そしてその目録を備えてい

ます。

閲覧時間は、午前八時三十分から平日は、

午後五時まで、土曜日は、正午までとなって

います。閲覧を希望される方は、県庁の受付

窓口へお申し出ください。



県
の
行
財
政
改
革
の
.
環
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
教
育
セ
ン
タ
ー
、
科
学

教
育
セ
ン
タ
ー
、
情
報
処
理
セ
ン
タ

ー
を
統
合
し
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ

れ

に

よ

り

学

校
教
育
関
係
の

調
査
研
究

教
職
員
研
修
、

教
育
情

報
の
同
提
供
、

教
育
相
談
、
共
同
実
習

な
ど
を
」
元
化
し
、
時
代
の
進
展
に

や
普
通
教
科
に
関
す
る
調
査
研
究

研
修
並
び
に
幼
児

・
家
庭
教
育
の
研

究
を
行

っ
て
い
ま
す
。

第
二
研
修
部

数
学
、
理
科
、
職
業
科
の
教
育
に

関
す
る
調
査
研
究
、
研
修
並
び
に
理

数
科
、
職
業
科
生
徒
の
共
同
実
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
相
談
部

特
殊
教
育
、
生
徒
指
導
な
ど
に
関

す
る
調
査
研
修
並
び
に
教
育
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

心
身
に
障
害
を
持
つ
こ
ど

も
に
つ

い
て
の
教
育
相
談
も
行

っ
て

い
ま
す
。
直
接
、
教
育
相
談
室
へ
お

い
で
い
た
だ
く
か
、
専
用
電
話
(
お
)

8
8
1
8
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

教
育
情
報
部

教
育
情
報
の
提
供
や
視
聴
覚
教
育

に
関
す
る
調
査
研
究
、
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

従
来
ど
お
り
、
映
写
機
や
フ
ィ
ル

ム
な
ど
の
貸
し
出
し
は
、
旧
科
学
教

育
セ
ン
タ
ー
の
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

宮

(
お

)
6
4
2
0
)

情
報
処
理
教
育
室

教
職
員
、
生
徒
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

織

く〉

ピ
ス
を
I-P 
，心
業
務
と
し
て

ま
す

伴
う
学
校
教
育
の
諸
問
題
に
、
組
織

的

・
体
系
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

。
組

組
織
閃
の
よ
う
に

新
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
組
織
は

am本
、

二
二

n

li 
ifs 

一
室
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。図〕

〈〉

み
な
さ
ん
の

ご
利
用
を

〈〉

織

総
合
救
出
円
セ
ン
タ
ー
で
は

教
育

山
一
千
校
教
育
に
関
す
る
基
本
的
課
題

関
係
の
調
査
研
究

研
修
、
普
及
サ

(組

各
却
の
、
正
な
業
務
内
容
を
簡
単
に

紹
介
し
ま
す
の
で
、
県
民
の
み
な
さ

ん
も
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

第
一
研
修
部

ー
実
習
並
び
に
情
報
処
理
教
育
に
関

講
座
を
行

っ
て
い
ま
す
。

(
宮

(
叫

」

7

5
4
1

す
る
調
査
研
究
や
県
民
大
学
校
開
放

|国 l

l 
! ば |

目今回

巳

婦
人
技
能
教
室
が

開
講
い
た
し
ま
す

(富山高等技能学校)-j 受講料

ペ
ヰ
i
，.、
-

J
3a

川'
鉦

各コー

30名

(先着)1恒)

婦人技能教室
回数 講習内 容 講習日 時間

1 鉢植えの仕方 5月158(-tl 

2 ミニ花壇の作り方 5月29日(J)

3 テーブルクロスの作り方 6月12i=l (上)

午後 1時

4 篠篭の作り方 6月26日Ctl
から

5 納豆の作り方 7月10日(上)
4 U寺ま で、

6 漬物の作り方 7月24日(上)

7 陣千 ・ふすまの張り方 8月7日(1:)

フ

県
で
は
、
技
能
に
対
す
る
社
会
的

技
能
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た

認
識
や
技
能
を
尊
重
す
る
気
運
を
高

め
る
た
め
、
県
下
四
つ
の
高
等
技
能

学
校
と
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
一
般

に
開
放
し
、
地
域
住
民
の
方
々
を
対

象
に
「
県
民
技
能
講
座
」
を
開
講
し

て
い
ま
す
。

だ
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、

富
山
高
等
技
能
学
校
で
の
講
習
内
容
、

日
程
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、

ハ
ガ
キ
ま
た

は
電
話
で
直
接
富
山
高
等
技
能
学
校

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

A
7
年
度
は
、
こ
の
技
能
講
座
を
よ

〒 富
9 山
3 高
O.等
技
能
学
校

り
一
層
拡
大
し
、
主
婦
の
み
な
さ
ん

を
対
象
に
「
婦
人
技
能
教
室
」
を
富

山
高
等
技
能
学
校
、
職
業
訓
練
セ

ン

タ
ー
で
開
講
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
主
に
家
庭
生
活
に
密

着
し
た
技
能
の
習
得
を
と
・
お
し
て
、

て室
いはな 含
ま 、 お O 富
す四 、 7 山
。月職 6 市
二業 4 向
十訪1[ I 新
四練 (51)庄
日セ 2 
かン 7
らタ 3 4 
開 I 5 の
講の o 1 
し教 4



私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
使
い
捨

て
に
さ
れ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
道
路
や
公
園
で
H

ポ
イ
H

と
捨
て
ら
れ
る
空
き
カ
ン
も
そ
の
一

つ
で
す
。
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
力

ン
は
と
て
も
見
苦
し
い
も
の
、
富
山

の
美
し
い
景
観
も
台
な
し
で
す
。
あ

な
た
は
、
こ
れ
を
だ
ま

っ
て
見
逃
せ

ま
す
か
?

空
き
カ
シ
な
ん
と

富
山
県
だ
け
で

一
億
個

う
ち

一
割
が
H

ポ
イ
U

全
国
で
発
生
す
る
空
き
カ
ン
は
年

間
約
百
億
個
。
富
山
県
内
で
は
約

一

億
個
が
発
生
し
、
こ
の
う
ち
約

一
千

万
個
が
収
集
さ
れ
ず
に
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
庁
が
行
っ
た
調
査
に
よ
り
ま

す
と
、
i

主
だ

っ
た
散
乱
場
所
だ
け
で

も
全
国
で
六
千
六
百
ヵ
所
を
超
え
る

ハと
散十い
舌しヵう
場所あ
所ほり
のどさ
ワあま
l りで
スま
卜す富
3 'i 。 山
と県
しで
でも

は
、
道
路
や
そ
の
周
辺
。
広
場
や
公

園
。
海
岸

・
湖
水
の
岸
辺
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
D

ゑ

後
仕
末
は

だ
れ
が
す
る
の
け

み
な
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
4

ィ
ア
の
努
力

に
頼

っ
て
い
る
割
合
が
圧
倒
的
に
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き

カ
ン
の
後
仕
末
は
、
だ
れ
が
し
て
い

「
私
、
捨
て
る
人
。
あ
な
た
、
姶

う
人
目
な
ん
て
考
え
て
い
る
と
し
た

ら
、
こ
れ
は
大
き
な
間
違
い
。
結
局
、

あ
な
た
の
家
族
や
隣
人
に
つ
け
が
ま

る
の
で
し
ょ
う
か
。
市
町
村
の
清
掃

事
業
の
関
係
者
な
ど
が
行

っ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
の

わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

今
年
の
夏
、
世
界
の

一
流
の
劇
同

が
、
本
県
の
利
賀
村
に
集
ま
り
、
日

本
で
初
め
て
の
世
界
演
劇
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
全
国
の
注
目
を
集
め
て

い
る
こ
の
演
劇
祭
の
成
功
が
、
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
こ
の
川
月
発
足
し
た
財
同

法
人
国
際
舞
台
芸
術
研
究
所
が
、
そ

の
設
立
を
記
念
し
て
L

上
催
す
る
も
の

で
す
。
早
稲
旧
小
劇
場
の
、
E
宰
者
で

同
年
度
芸
術
選
奨
新
人
賞
を
受
け
た

鈴
木
忠
志
氏
が
、
そ
の
理
事
長
と
し

て
、
こ
の
企
画
を
推
進
さ
れ
ま
す
。

鈴
木
氏
は
、
か
ね
て
か
ら
、
人
間

が
芸
術
を
創
造
す
る
際
に
、
美
し
い

自
然
が
そ
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で

あ
る
と
の
理
念
に
立

っ
て
、
昭
和
瓦

卜

一
年
以
来
利
賀
村
を
拠
点
と
し
て
、

活
発
な
公
演
活
動
を
続
け
、「
宴
の
夜
」

「
ト
ロ
イ
ヤ
の

K
」
、
「
パ
ッ
コ
ス
の

信
K
」
な
ど
話
題
作
を
次
々
と
発
表

し
、
毎
年
夏
に
は
利
賀
村
に
国
内
外ファンン

か

ら

、
多
数
の
演
劇
愛
好
家
が
集
ま

マフ

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
鈴
木
氏
の
埋

ホ
面
ド
寸

念
が
実
践
的
に
証
明
さ
れ
た
も
の
で
、

ト
川
こ
の
実
績
が
世
界
演
劇
祭

の

芝
山
と

と
線
ン
視
な

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ソ
の
ル
応
品
以
前
劇
祭
の
慨
安

イ
ん
ゥ
り

0
期

H

卜
の
一ン
イ
泊

。
、王催

口
一一ア

早国 8 7 
稲|際月月
田舞 7 24 
小 台日 11
劇 芸 (1:) (1:) 
場術まか
研でら
ヮ't;
ブし

所

空
き
カ
ン
だ
っ
て

貴
重
な
資
源

一
年
間
に
発
生
す
る
空
き
カ
ン
百

億
個
に
は
鉄
四
十
万
ゾ
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
J

悶
万
九ノ
あ
ま
り
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、
電
力
鎮
個
ま
り
と
い
わ

たつ

れ
る
ア
ル
ミ
カ
ン
を
二
十
億
個
つ
く

る
に
は
、
富
山
県
の
家
庭
用
電
力

一

年
分
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
一

方、

空
き
カ
ン
を
再
資
源
化
す
れ
ば
、
消

費
電
力
は
新
し
く
製
造
す
る
の
に
比

べ
二
十
ヒ
分
の

一
で
済
む
と
い
い
ま

す
か
ら
、
そ
の
節
約
効
果
は
大
き
な

も
の
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
空
き
カ
ン
は
貴
重

な
資
源
で
あ
り
、
う
ま
く
再
生
利
用

す
れ
ば
、
資
源
や
干
ネ
ル
ギ
l
が
大

い
に
節
約
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

P
T
A
な
ど
で
行

っ
て
い
る
集
団

収
集
や
、
市
町
村
な
ど
で
行

っ
て
い

る
分
別
収
集
な
ど
に
協
力
を
い
た
し

キ
ナ
し
よ
ろ
ノ
。

散
乱
防
止

決
め
手
は
N

あ
な
た
H

空
き
カ
ン
の
投
げ
捨
て
を
防
ぐ
た

め

く
ず
か
ご
の
設
置
や
持
ち
帰

巴

り
袋
の
配
布
な
ど
、

い
ろ
ん
な
対
策

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
も

耳ズ

後

は
そ
れ
を
利
用
す
る
私
た
ち

一
人

人
の
心
が
け
や

日
頃
の
行
動
が
空

き
カ

ン
問
題
を
解
決
す
る
決
め
手
で

す
。ポ

イ
捨
て
を
し
な
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
カ
ン

を

一
つ
で
も
二
つ

で
も
捨

っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し

ょ
う
。

富
山
県
の
美
し
い
自
然
と
快
適
な

生
活
環
境
を
守
る
の
は
、
私
た
ち
県

民
の
っ
と
め
で
す
。

1 : 演 ~1 参加国名 参加劇 I.tl 名や演 出 家等 19'! Il 

7/24~ 7/25 ロノtート ・ウィル ソンと 「つんぼの悦線」
ア メリ カ

ノ〈ー |、.ホフマン ファンデーション

7 /24 /1 イ;;: 利賀村1fali(-)j保存会 「大約li(-の鋒」

7/24 ~ 7/26 イギ リ ス ジ'-/' . 7 oi jクスと 「荒地とせ きれい」
，'/ L ルフ Lア ステー ト インターナシゴナル

7 /27~ 7 /28 // l' 大:11寸長敷 「以降三}I[J

7/29・8/7 " 
イ玄 11'-/1/小劇場 「トロイヤの次」

7 /30~ 7 /31 ホーラン 卜‘ タテワス カン 卜ールとクリコ y卜日 「死の教己主」

7/31 " 
イ玄 本11f'i村麦11¥節i民{{会ほか 「;fむ;守」l l l県ふるさと二主能

7/31 ~8/ 1 イ ノ ト‘ K.N.ノfニソ チェルとS・アワステ ィ 「ヶララ占lJI時IJJ

8/ 1 ~8/ 2 " 本
鋭仙会 ・惜の会 「ムn乙ヒJ 

8/ 2 ~8/ 3 " イ=
転j移I~IJ}品 「小~IfJ.!TH.iJ 

8/3 ン / ホ ン ウ ム

8/ 4 ~8/ 5 フd ー タ ン |七七{反|而tl!t]fI(J卜tl 「仮面持制」

8/ 4 ~8/7 ワークショ yフ (研究集会)

8/ト 8/7 ア メリカjメレテイス モンクとハウス ファンデーション ~少矧育」

利賀フェスティパjレ'82が行なわれる利賀山房

演

安当E
3宣言

庫リ

O
参
加
国

・
参
加
川
体

ア
メ
リ
カ

・
イ
ギ
リ
ス

・
ポ
l

ラ
ン
ド

・
ブ
l
タ
ン

・
イ
ン
ド

日
本
の
6
ヵ
国

・
叩
同
体

O
入
場
料

一
公
演
各
.
一五

O
O円

O
入
場
券
は
す
べ
て
富
山
県
東
砺
波

9 

上

手呈

表

演

日

郡
利
賀
村
百
瀬

早
稲
田
小
劇
場

が
直
接
販
売
し
、
六
月

一
日
か
ら

予
約
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

電
話
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

宮

0
7
6
3
6
8
1
2
3
5
6

な
お
、
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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E目

昌
畠
実
包

富
山
県

初

県

期

明
治
十
六
年
五
月
富
山
県
が
成
立

し
、
県
令
に
長
州
出
身
の
国
重
正
文

が
着
任
し
た
。
県
庁
は
富
山
城
祉
に

設
置
さ
れ

七
月
に
初
の
県
会
議
員

の
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
。
八
月

一
日、

二
十
二
名
の
選
出
議
員
に
よ
る
組
織

県
会
は
議
事
堂
が
な
い
た
め
、
富
山

師
範
学
校
で
聞
か
れ

初
代
議
長
に

武
部
尚
志
が
選
出
さ
れ
た
。

」
う
し
て
、
官
民
に
よ
る
県
政
が

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、

十
月
に
開
催
さ
れ
た
第

一
回
の
通
常

県
会
は
伏
木
築
港
問
題
か
ら
紛
糾
し
、

議
案
未
了
の
ま
ま
時
間
切
れ
で
終
り
、

「
県
民
の
悲
惨
な
生
活
を
犠
性
に

し
て
学
校
設
立
は
困
難
」
と
い
う
多

く
の
議
員
の
声
に
対
し
て
国
重
県
令

は
深
く
心
に
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ

た
。
彼
は
赴
任
す
る
に
あ
た

っ
て

富
山
県
を
石
川
県
以
上
に
す
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
は
教
育
に
力
点
を
置
く

以
外
に
道
は
な
い
と
考
え
て
い
た
の

で
あ
る
。

彼
は
置
県
後
の
十
七
年
さ

っ
そ
く

県
会
に
中
学
校
創
設
費
と
し
て
七
千

八
百
五
十
円
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、

明治16年度置県年)の県費歳入歳出内訳

ム一
A

長多
項3
⑭ 

巴3
a 

中
学
校
の
誕
生
、

月

の
不
慣
れ
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
が

何
よ
り
も
議
員
の
出
身
層
に
そ
の
原

因
が
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
議
員
の
大

国
の
指
揮
に
よ
り
原
案
が
執
行
さ
れ

部
分
は
五
十
町
歩
前
後
の
大
地
主
か

出
発
で
あ

っ
た
。

る
こ
と
と
な

っ
た
。
険
し
い
県
政
の

藩
政
時
代
十
村
役
を
勤
め
た
家
柄
の

人
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
は
論
ず
る
に

初
期
県
会
が
意
気
軒
昂
で
紛
議
の

武部尚志 (1829"-'1911) 
初代県会議長として明治

16年から17年まで在任

絶
え
な
か

っ
た
原

何
ら
他
に
は
ば
か
る
と
こ
ろ
が
な
か

因
に
は
そ
れ
な
り

の
理
由
が
あ

っ
た
。

国

重

県

令

自
由
民
権
運
動
の

高
揚
期
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
分
県
当
時
、
富
山
県
は

こシ」、

議
会
制
へ

産
業
、
教
育
な
ど
多
方
面
に

ム
ロ
レ
ト
、

、w
d
・

マノ
一

百
三
十
円
の
減
額
可
決
に
よ

っ
て、

こ
れ
は
県
教
育
費
の
半
、ば
を
超
え

る
巨
額
な
も
の
で
あ

っ
た
た
め
激
し

い
反
対
に
会

っ
た
。
結
局
、

三
千
二

中
学
校
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ

島-
。

み
人

富
山
県
中
学
校
の
創
設

富
山
城
内
二
の

校
式
を
挙
げ
た
の
は

明
治
十
八
年

国重正文 (1840"-'1901 ) 
明治16年から明治21年ま
で初代富山県令、(県令の
職名は19年まで)知事と
して在任

丸
の
入
江
邸
跡
に

一
月
二
十
五
日
で
あ

っ
た
。
初
代
校

富
山
県
中
学
校
(
現

富
山
高
校
)
が
創

長
田
中
貞
吉
、
教
員
卜
凶
名
で
県
内

一
円
か
ら
百
二
十
八
名
の
生
徒
を
集

「三三¥義決筆人額 構成比
fll % 

地 租 害。 213.101 55.9 

戸 数 害リ 71.430 18.7 
A昌江. 業 税 21.955 5.7 

雑 種 税 18，912 5.0 
国庫下渡金
寄 附 金
雑 ~X 入

繰 越 金
盟庫補助金

其 の 他 55.726 14.6 

言十 381.124 100.0 

~ 歳決箪額出 構成比
PI % 

44.424 9.9 
788 0.2 
84.364 24.6 
28.417 8.3 
6.385 1.8 
24.375 7.1 
7，516 2.2 
30，555 8.8 
130 0.1 
37.825 11.0 
137 0.1 
241 0.1 
1.903 0.6 
4，237 1.2 
52.861 15.4 
17.548 5.1 
7.707 2.2 
3，069 0.8 

1.121 0.3 

言十 353，605 100.0 

一
十
五
日
|

っ
た
。

農
業

別
表
で
見
る
と
お
り

県
で
あ
る
富
山
県
は
、

そ
の
財
源
の

殆
ん
ど
を
地
租
(
地
主
課
税
)
に
負

っ
て
お
り
、
彼
ら
の
力
な
し
に
は
立

ち
ゆ
か
な
い
と
い
う
事
情
が
あ

っ
た

か
ら
で
あ
る
。

の

熱

誠

10 

わ
た
っ
て
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て

い
た
。
そ
の

一
つ
に
中
等
教
育
機
関

の
設
立
の
問
題
、
が
あ
っ
た
。

明
治
十

ハ
年
全
国
に
は
八
百
を
超
え
る
公

私
立
中
学
校
が
あ
っ
た
が
、
富
山
県

は

校
も
な
く
、
高
等
教
育
を
望

む
者
は
石
川
県
の
中
学
校
(
石
川
県

に
は
十
二
校
あ
っ
た

へ
進
む
し
か

方
法
が
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
置

県
に
と
も
な
う
出
費
に
農
村
不
況
が

重
な
り

教
育
ど

こ
ろ
で
は
な
か

っ

ため
た
最
初
の
県
立
中
学
校
が
こ
の
日
、

産
声
を
あ
げ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
入
学
生
百
二
十
八
名
が
ど

の
よ
う
な
階
層
の
出
身
者
で
あ

っ
た

か
は
今
日
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
卒

業
生
二
十
三
名
に
つ
い
て
は
、
士
族

は
わ
ず
か
十
名
で
、
他
が
す
べ
て
平

民
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
卒
業
生
の
七
割
が
更

に
上
級
進
学
し
て
い
る
状
況
か
ら
み

て
も
か
な
り
の
資
産
家
層
の
子
弟
で

あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

富
山
県
中
学
校
は
、
そ
の
後
多
く

の
人
材
を
世
に
送

っ
た
。
そ
れ
ら
人

1 1 

材
は
士
族
中
心
の
金
沢
文
化
に
対
抗

し
、
そ
の
後
の
越
中
文
化
形
成
の
核

と
な

っ
て
い

っ
た
。
石
川
県
に
負
け

ぬ
県
づ
く
り
を
目
ざ
し
、
県
政
百
年

の
基
礎
。
つ
く
り
を
教
育
に
求
め
た
地

主
層
や
国
重
県
令
の
見
識
と
熱
誠
の

成
果
で
あ

っ
た
o

M

ち
な
み
に
、
官
選
知
事
と
し
て
は

一己[
最
も
長
く
在
任
し
た
国
重
は
、
そ
の

Hmm
 
b
後
内
務
省
社
寺
局
長
か
ら
国
学
院
長

A
E
 

議
に
栄
進
し
、
文
人
教
育
家
と
し
て
そ

県劇
の
生
涯
を
終
え
た
。

富
山
近
代
史
研
究
会

高
井

進



V 優雅に泳ぐホタルイ力

古
く
か
ら
、
農
・
漁
・
薬
業
の
三
つ
を
柱
に
宿
場

街
と
し
て
発
達
し
て
き
た
滑
川
市
。

世
界
的
な
ホ
タ
ル
イ
カ
の
生
恵
地
と
し
て
有
名
で

す
。
ホ
タ
ル
イ
カ
は
、
体
長
わ
ず
か
六
弓
、
重
さ
十

以ラ
程
度
で
、
〈
王
身
か
ら
神
秘
的
な
蛍
光
を
放
ち
、
そ

の
大
群
が
入
り
乱
れ
る
光
景
は
、
不
夜
城
の
ご
と
く

煙
々
と
し
て
、
深
い
感
銘
を
与
え
ま
す
。

味
も
ま
た
格
別
で
、
「
竜
宮
そ
う
め
ん
」
と
呼
ば
れ

る
穫
れ
た
て
の
イ
力
の
足
の
刺
身
や
、
春
の
野
草
ア

サ
ツ
キ
と
の
酢
昧
唱
和
え
な
ど
が
珍
味
で
す
。

ホ
テ
ル
な
ど
が
あ
り
、
市
民
を
は
じ
め
数
多
く
の
人

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
、
堀
江
、
小
泉
、
梅
沢
、
高
槻
な
ど
の

、
村
々
が
、
京
都
の
祇
園
社
の
荘
園
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
「
ぎ
お
ん
で
ん
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
が
転
じ
て

「
ぎ
よ
う
で
ん
」
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
季
お
り
お
り
の
草
花
が
、
訪
れ
る
人
の
心
を
な

ご
ま
せ
て
く
れ
る
行
田
公
園
。
六
月
に
は
菖
蒲
が
見

事
に
咲
き
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

企家族連れでにぎわう東福寺野自然公園

V 神秘的な光を放つホタjレイ力

ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
運
動
場
、
郷
土
館
、

S
L

12  

滑
川
市
に
は
、
家
族
連
れ
や
若
い
グ
ル
ー
プ
が
楽

し
め
る
大
き
な
公
園
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

み
ず
か
か
ら
ず

東
福
寺
野
自
然
公
園
は
、
東
福
寺
野
不
水
掛
台
地

に
昭
和
四
十
九
年
建
立
さ
れ
た
青
少
年
婦
人
研
修
セ

ン
タ
ー
H

青
雲
閣
u

を
中
心
に
、
ぶ
ど
う
園
、
フ
ィ

V 見事に菖蒲が咲いた行田公園

介3
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日
本
商
品
専
門
見
本
市

富
山
県
で
は
、
対
岸
貿
易
の
振
興

と
県
内
物
産
の
販
路
拡
張
を
図
る
た

め

一
九
八
二
年
秋
季
沿
岸
貿
易
日

¥
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市

/

/8

/
口
，j
引

、

日]叶
3
口

富

山

県

の

じ
じ
E
口
参
加
あ
ん
な
い

加
工
さ
れ
た
一
般
消
費
物
資
及
、
び

機
械
機
器
で
、
対
ソ
輸
出
実
績
の

あ
る
も
の
及
び
輸
出
可
能
と
み
ら

れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
機
械
に
つ

ハバロフスク州よりの出品希望リスト

本
商
品
専
門
見
本
市
に
参
加
す
る

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
見
本
市
は
、
ソ
連
側
の
対
日

買
付
希
望
に
沿
っ
た
出
品
物
(
軽
工

業

・
生
活
用
品
等
)
を
広
範
に
展
示

紹
介
し
て

ソ
連
に
お
け
る
新
し
い

販
路
の
開
拓
及
、
び
商
取
引
の
場
と
し

て
開
催
さ
れ
、
日
ソ
沿
岸
貿
易
の
発

展
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

1982年秋季沿岸貿易
県
内
企
業
の
積
極
的
な
参
加
を
募

っ
て
い
ま
す
。

一
、
名
称

一
九
八
二
年
秋
季
沿
岸
貿
易
日
本

商
品
専
門
見
本
市

二
、
会
期

昭
和
五
十
七
年
八
月
十
七
日

1
二

十

一
日

三
、
会
場

ソ
連
邦
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市

四
、
出
品
物

富
山
県
内
に
お
い
て
生
産
ま
た
は

し
ま
す
。

い
て
は
、
パ
、
不
ル
展
示
を
原
則
と

五
、
申
込
み

五
月
十
五
日
ま
で
に
市
町
村
商
工

、、

春
の
訪
れ
と
と
も
に
農
作
業
も
は

じ
ま
り
、
農
業
用
水
で
は
水
量
が
増

え
て
勢
い
よ
く
流
れ
出
し
ま
し
た
。

毎
年
、
水
ぬ
る
む
こ
の
事
期
に
な

る
と
、
子
供
ら
の
い
た
ま
し
い
水
死

し故が川 事
かが、も現故
も発この在が
そ生の農、起
のし五業富き
七、年用山て
O う間排県
ちで水にま

防ごう・農繁期の水死事故ii;!;t
1児のま千
七で事す

担
当
課
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

出
品
要
領
な
ど
詳
し
く
は
、
県
庁

観
光
物
産
課
(叶
何
「
ミ
宏
i
ω
H
l

色
己

内
線
臼
∞
)
に
・
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ハバロフスク州沿岸貿易部長 1 
V. Y.ブレンコフ |凱

ソ連商工会議所ハバロフスク支部長 [穴
M. V.クループリ コフ|

汁4

希望出品名 希望出品物の性質など

1 履 物 男・女、児童、夏物・冬物

2 乳母車 折りたたみ式

3 ポリエチレン・シート

4 つり道具

5 懐中電灯 大型のもの

6 スポーツシューズ

7 トレーニング・ウェア

8 メガネのフレーム
5種類ぐらい、男・女あるいはどち
らにも使えるもの

針のものとデジタルのもの 男・女

9 腕時計
もの(男のものを多く)スペア・パッ

テリーをイ寸けて行大しい 自動巻も可

10 石材加工機
石の板を切り出し、表面を磨き、穴

を明けたりする機械

11 コピー機 20-30万枚分のトナー他付属品を付
けて欲しい

a 

月
の
か
ん
が
い
期
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
家

の
ま
わ
り
の
小
さ
な
用
水
で
起
き
て

い
ま
す
。

用
水
路
や
池
な
ど
は
、
あ
ま
り
に

も
生
活
に
密
着
し
す
、
ぎ
て
い
る
た
め

そ
の
危
険
性
を
見
落
し
が
ち
で
す
が
、

ほ
ん
の
小
さ
な
流
れ
で
も
幼
児
に
と

つ
て
は
立
派
な
H

凶
器
ο

に
な
る
も

の
で
す
。

悲
し
い
水
死
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

く〉

水
辺
で
の
遊
び
が
危
険
で
あ
る

15  

」
と
を
、
子
供
た
ち
に
し

っ
か
り

と
教
え
ま
し
ょ
う
。

。
自
宅
付
近
の
危
険
な
箇
所
を
調

べ
、
日
頃
か
ら
注
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
-
フ
。

。
幼
児
は
大
人
の
目
の
と
ど
く
所

で
遊
ば
せ
ま
し
ょ
う
。

。
危
険
な
と
こ
ろ
で
遊
ん
で
い
る

子
供
を
見
か
け
た
ら
、
知
ら
な
い

子
供
で
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。



集募作 ロロロ
m以内。ただし、組写真は

半切以上で構成すること。

〈申込み〉所定の申込書により、搬

入と同時に申込む。ガラス ・アクリル板をつけ県民の情熱あふれる美の祭典とし

6月8日伏)13: 00 ~ 18 : 00、〈搬入〉ない。て、毎年多数の応募をいただいてい

6月9日(水)9: 00~ 18 : 00 

〈搬出>6月19日(上)9 : 00 ~ 17 : 00 

ただし、入賞作品は、県展入さし ¥0

〈部門〉 賞作品巡回展終了後配達する。

〈県展入賞作品巡回展〉

滑川市博物館 6 月 22 日伏)~27

門口口u
体;たて、よこ、高さ50cm以

内、平面たて1.8mよこ1.7 7月氷見市教育文化センター〈点数〉各部門について 1人1点と

1 日 (木)~ 6日伏)

なお、くわしくは県庁文化課まで

問い合わせください。

(洋画

第37回
アクリル板をつけない。

洋画は水彩画・版画を含む。

書は額またはわくばりとし、

写真は木製ノfネルの紙テー

プわくばりとする。(額装の

出品は認めない)

〈規格〉日本画 ・洋画は 2m X 2 m 

以内。彫刻は重量60旬以内。

工芸は重量60旬以内で、立

m以内。書は2m X 1 m以

内で、重量は15旬以内。写

菅野純子)「とんできた日」

真は全紙以上で1.8m X 1.8 

昨年の入賞作昂3点

田中五百子)

'16 

第37回県展は、 6月12日から18日

までの 1週間、県民会館A'B展示

場及び2階展示場で開催されます。

ますが、今回は、次の要領で開催い

たしますので、ふるってご応募くだ

日本画 ・洋画 ・彫刻・工芸

-書 ・写真

〈資格〉県内在住者、本県出身者。

(中学生以下を除く)

する。

(条件〉未発表の作品。

日本画は額装とし、ガラス・

(
彫
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女
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憲
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③妻と死別したり、 離婚した方で、その所

得金額が 3，000，000円以下であり、老年者に

該当しない方が、所得税の基礎控除額 (290，

000円)相当額以下の所得の子を有する場合に

は、寡夫控除(210，000円)が新たに認められま

す。

(給与所得者(本人)+配偶者+扶養親族)

④災害に直接関連して支出された金額の雑

損控除の額は、支出された金額が年間所得金

額の10分の l又は 5万円のいずれか低い金額

(現行ー年間所得金額の10分の 1)を超える

場合にその超える金額となります。

く〉 料理飲食等消費税

一免税点の引き上げ一

昭和58年 1月1日から免税点が次のように

ヲlき上げられます。

①旅館における宿泊及びこれに伴う飲食一

-5，000円(現行4，000円)

②飲食屈などにおける飲食一一2，500円

(現行2，000円)

く〉 法人関係税

①電気供給業に係る課税標準額の分割基準

が、発電県に有利なように変更されます。

②法人県民税及び事業税の申告の際には、

全国統一の様式を用いることになり、富山

県においても昭和57年4月1日から新しい

械式を用いることになりました。

③法人県民税または法人事業税の徴収猶与

について、徴収猶与割合が確定申告に係る

税額のM以下(現行-}1以下)になります。

また中間申告税額に係る徴収猶与制度が廃

止されます。

以上が、今回の改正の主要な点ですが、詳

しいことは、県税務課もしくはお近くの県税

事務所へお尋ね下さ p。

介フ

昭和57年度が始まり、約 3，121億円の予算

で県政が運営されることになりました。今年

度は厳しい財政事情となっていますが、県で

はその中にも汁舌力ある富山県づくり H を推

進していくため創意と工夫をこらし、各種事

業に取り組んでいます。

とごろで、ごれらの事業を推進するため、

主要な財源となるのが県税です。このたび県

税に関する法律の一部が改正されましたので

その概要をお知らせします。

く〉 個人県民税

=非課税限度額の変更、寡(か)夫控除の新

設など=

県民税は、市町村民税と合わせて住民税と

呼ばれ、住みよい地域をつくるために県民の

みなさんに負担していただく会費のような性

格をもっ税で、均等割と所得割があります。

今回の改正では、次のような点が変わりま

した。

①57年度限りの措置として所得割の非課税

限度額が、

本人、控除対象配偶者、扶養親族の合計数

X 270， 000円

から

本人、控除対象配偶者、控養親族の合計数

X 270，000円+90，000円

(ただし、扶養対象配偶者または扶養親族が

ある場合)

となります。

この措置により、夫婦、子供 2人の給与所

得者の課税最低限が、1，757.000円から1，885，

000円になります。

②県民税の所得割における配偶者控除・扶

養控除の適用要件である配偶者又は扶養親族

の給与所得などの限度額が、290，000円(現行

200，000円)に引き上げられます。
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{富山市]

.住居地域

新庄町字荒町訓22-[

磯部町3-3-17

音羽町2-1-27

牛島11IT7-2

IJ付けで、公ノjミされました。

これによると県内の地価は、こ

の1年間に平均で 7.9~~fの k昇と

なり、前年の上昇率 8.5~~f を下回
りました。

地価の|二舛率は最近鈍化の傾向

にあり 、全国平均の上昇率も 7.4

5と2年続けて前年の上昇率を F
II~ りました。

特に、これまで高い ]-.H率を示

106 ， 000 10.4 : 1日本字lい14'll48外

93町000 9.4出撃398

60.800 10.9 !日i鳥98-1

羽根字:歩汗1]1174-2外/1'::惜辻ヶ堂字前川2157-5外 18，300 6.4 

束中堅i'III[3-8-13 92，000 10.0 

36.200 

I占/J，III]"7-2-15 
舟橋南町6-20

6.5 : +宅地見込地

|凡|んi_lt窪寸:佳作2290外 16.500 7.8 新庄町字道田訓3-2

犬島宇同高蓮出割2-18 30 ， 900 6 . 6 ・商業地域

大江子1-4外 29，4007.7 総曲輪3-5-2

89，500 

136，000 

ノド橋開発字ノドアビJ11735-5

9.1 開発字覚↑封書1J159-2外

[高岡市]

11 ，800 7.3 ・住居地域

大町5-3

1 .190，000 5 .3 :江尻字村前389-J 7外

呉羽町下三NX1J5102-22 39‘500 /J<fli;町下京f:t:irIi519-1 30，2006.0 吉定塚5-58

.It代字tjl足4139-61外 40.500 10.1 r*iH I~I[2 -3-3 107.000 7.8 伏木矢川6-2

堀川町470-1 31.500 1 0.5 呉羽~I1字世間j頼回[2989外 45可500 10.4 '肝村572-4

米出すずかけ台2-102 35.400 7.3 永楽町6-10

1 f火占字IlLj難回訓100-[5外 48.000 9.1 Ii.福下蕎尋102J-1 

石l)j(字茶ILJ2674外 41.000 r.本町7-15
天正寺444 31，800 8.2:堤町通り2-7-9

山室下i前田富!J303-16 42，000 9.7: 人~III[字道成剖282-8

山室'f:*川訓1-111人l

ノ'1<楠111付開I宇塚川47-3

岩手'(_:道木'，~11l 20-195

長;[409-72 

*111地方問[2-3-15

ド新本町10-35

1態本2660

粟島問[3-8-2

向新Jl:155-5

Ii.福字足外834-57

荒川'f:片付旧主IJ48-2yト

於{呆多町8-3

下堀下川添害IJ8-20

大良県(聞n-11-42 
l)q~ll ~í. ~1 n -3-12 
Iill町'4-23

40町900 7 ， 6 豊 "1~l fJ-2 

J8可500 6.9 玄関J卜5-3

29，000 7.4 玄H}I]'7-14

57，000 9 ， 2 : 新似~I12-20 

88.000 10，0 宇品:111[2-13

53‘500 7，0:新富町1-1-5

26.200 9.2 京消瀬町字新川町345

27.300 7.1 奥田町'3-14

32.000 10.3 ・準工業地域

60 ， 000 -:  IJ<崎市川袋げl

45、300 鍋111'ドi_Wミ害!J199-1外

87，300 一 !黒崎字高木割168-1外

37，3009.7 蓮町字一本木割144-1

81.000 11.0 ド高阿1-6-40

107，000 

84，500 

一 : 凶'白・-;':'1ー潜害1J13J-J 内

9.7 卜.赤江町1-3-48

千石町4-5-9 118，000 HI ，11町字金神主Ij1外
布j頼回J字削111害!J645-24外 80 .500 7 . 3 : +工業地域

堀川小泉町字、jI~.)主IJ833 - 1 外 90 ， 000 向新庄 1009 - 1

1 00 . 000 11. 1 :・市街化調整区域の宅地l奥山19-13

刊日

170町000 8.3: i皮|尚190-1

78，800 7.9:水楽IHT6-12

324.000 -:神主町40

375.000 大野279-4

120 ，000 8 . 1 :赤祖父318-2 (61-8) 

165，OOG 9.3 木津675-3

208.000 8.3: 上成*:1-12-24 

353.000 伏木本町9-J1 

294.000 9.7 伏木東 J自21-4

560.000 ド牧野字中道1539外

494 ，000 6 . 5 l-j 1凹字移出肝48-2外

44，400 5.7 戸山111[4-2-21

99.500 

15，300 

27，000 

94，000 

25，400 

4.7 :・宅地見込地

出米国389

6.3 ・商業地域

6.7 :末広111[字吉nl1017-1外

:御旅屋町89-7

6.7 :旅篭町13外

36，200 8.1 伏木中央町1-29

30.300 

30‘200 9，0 

73.300 9.4 

10，900 

6.3 :駅南3-1-5

f書町15-2外

.準工業地域

内免4-6-43

4.8 :瑞徳間[4-5

iUt{下付前527-1Yト

268.00 

8，100 8.0 

19，000 

J4，700 8.1 

9.000 5.9 

25.500 

68.000 

40、300 11.0 

59.000 10.7 

41，600 9.5 

49.100 10.6 

44、000 10.0 

49.000 10.1 

35.100 9.7 

50.000 9.9 

63.000 10.5 

50.500 12.2 

63，000 JO.5 

22.700 8.6 

42，800 7.8 

20.000 7.5 

14.900 6.4 

39.000 

29，000 

800.000 5.3 

307.000 6.2 

90，000 4.7 

54.800 5.4 

160 ， 000 1 0 . 3 

230.000 

67，000 7.2 

92，000 7.0 

76.000 10.1 

していた三大都市圏とりわけ東京

圏の上昇率が、著しく鈍化しまし

た。(55年15.7~~ 、 56年12. 2~f; 、 57

年6.8~~)

また、 三大都市圏を除く地方都

市の上昇率も 7. 4~f;fと 、前年 (8.3

~~) と下回りました。

用途地域別にみると、本年も住

宅地(8，8~~) 、宅地見込地 (7. 3~~f) 、

準工業地 ( 7 . 2~~) と、住宅関連の

用途地域の変動率が高くな ってい

ます。

また、商業地については、上昇

率 6.7~~ と県平均を下回りました
が、前年の上昇率 (6 .1 ~~) をわず

かながら上回りました。

この地価公示は、国土庁が毎年

1回行っており、調査地点 (標準

地)の正常な価格を公示し、 一般

の土地取引のめやすとすることに

より 、適正な地価の形成を凶ろう

とするものです。

県内では、富山 ・高岡広域都市

計画区域及びその他の市の都市計

画区域が、調査対象地域となって

います。

なお、地価公示の詳しい内容に

ついては、各市町村の窓口で関係

書類をみることができますので、

ご利用ください。

吉久3ート13

.工業地域

伏木 2-1-1

4砂市街化調整区域の宅地

中曽+艮718

佐加肝字屋敷1444-1外

東石提字屋敷田414外

佐里子本町276-25

卜ー麻生'(:'，自'嶋1218-1

[魚津市]

4・住居地域

本江新町8-22

釈迦堂ト9-20

.商業地域

新宿7-11

[滑川市]

.住居地域

1"小泉問f105-1外

柳原字11:人1053

.商業地域

F小JH聞T336-9外

[黒部市]

.住居地域

中肝道字早稲田3-2外

生地神医313-3

.商業地域

三円市字縦枝3206番 2外

{婦中町}

.住居地域

速星842-1

笹倉449

長沢宇山岸4522-8

下轡同67-1外

{舟橋村]

18，000 

14.300 

26.300 

20，000 

10，200 

38.000 

6，550 

7.8 : .市街化調整区域の宅地

竹内188

東芦原字中沼327-2外

{新湊市]

一 .住居地域

4，1 :三日曽恨13-8

一 :八幡町3-4-14

5.6 :東明七軒2-4

.商業地域

立町7-18

本町2-5-15

70，300 9.8:.準工業地域

85，000 庄西町1-28-25

七美中野65-1外

165，000 -:.工業地域

35.300 8.6 

15.900 6.7 

八幡町3-18

.市街化調整区域の宅地

松木751

{氷見市]

.住居地域

65，800 3.6 幸町21-29

窪1572-1

.商業地域

比美IsT7-20

21.200 11.0 

18，600 7.5 
[砺波市]

.住居地域

160，000 三島町6-8

広上町10-49

.商業地域

本間[2-12

33.400 7.7 

16.400 7.2 
[小矢部市]

20，000 : .住居地域

17，400 7.4 西町1-5

東福IH[6-12

・商業地域

18  

17.500 

3.250 4.8 
[小杉町]

戸1i皮:字後宝1291-1

戸破字若'庄4929外

50，400 10.8 三 ヶ字中吉原3390

29可000 7.0:戸破字加茂J759-6

16，500 }-I破字神川2523-6

二三ヶ字茶ノ木1585外

123.000 6.0 

42，300 3.2 二 ヶ字中吉原3654-1 

4砂市街化調整区域の宅地

31，500 3，3: rll老田新字星丸554-8

20.700 6.2 
[大門町]

12，400 3.3 ・住居地域

三口字馬渡り 805-1

27，300 二['J字米山2260-38

-.1'1')':道山鳥260υ-6

.商業地域

二円字光明寺2936-9

25 ，900 7 .9 ; ~砂市街化調整区域の宅地

31‘000 中間870

126，0005.0 

39，800 10，6 

18.700 8.7 

{大島町]

.住居地域

~t~f f: A t)J 1551-3 

八塚字川凹343-J

赤井')':/J，落26-1

{下村]

102ρ00 8.9: ~砂市街化調整区域の宅地

))11茂手:太子田3628-1

白石477
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20，800 6.7 
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が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
昭
和
五
十
二
年
四
月

一
日
よ
り
全
能
連
登
録
の
資
格
称
号

に
つ
い
て
は
、
基
準
に
添

っ
て
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

全
能
連
に
登
録
し
て
い
る
の
は
、

二
十
二
同
体
六
十
三
称
号
と
な

っ
て

い
ま
す
(
昭
和
五
十
六
年
三
月
現
在
)。

全
能
連
で
は
、
す
べ
て
の
凶
体
に
登

録
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
加
入
し
て

経
営
法
務
士
の
資
格
取
得
を
勧
め

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
放
置
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、

電
話
で
し
つ
こ
く
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

は
っ
き
り
断
わ
ら
ず
に
お
い
た
と
こ

ろ
、
後
日
「
十
五
万
円
納
め
た
か
、

早
く
納
め
よ
」
と
催
促
し
て
き
ま
し

た。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
講
義

内
容
が
短
期
間
な
の
で
、
業
者
の
い

う
よ
う
な
資
格
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

断
わ
り
た
い
旨
の
電
話
を
し
た
と
こ

一
ろ
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
し
て
あ

る
の
で
、
取
り
消
し
に
は
六
十

1
七

十
万
円
の
費
用
が
か
か
る
。
明
日
中

に
お
金
を
支
払
う
よ
う
に
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

い
な
い
団
体
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

-
資
格
の
い
ろ
い
ろ

全
能
連
に
登
録
さ
れ
て
い
る
資
格

は
、
山
経
歴
証
明
的
資
格
、

ω終
了

正
月
勺
J

奇欠口、

ニ
エ
ロ
口
い
向
付
〉
一
-
応
1

叩
能
力
資
格
l

l
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

(1 ) 
は

関
係
業
務
に
何
年
以
上
携

わ

っ
て
い
る
と
い
う
、

経
歴
に
対
し

簡単に職業に結びつかない

企
業
経
営
監
査
士
の
資
格
に
つ
い

て
、
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、
「
来
年

か
ら
国
家
試
験
に
な
る
か
ら
、
今
の

う
ち
に
資
倍
を
と
れ
ば
、

自
動
的
に

移
行
す
る
か
ら
有
利
。

き
ょ
う
が
締

め
切
り
」
と
、
し
つ
こ
く
勧
め
る
の
で
、

つ
い
応
諾
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
資
格
は
ど
ん
な
も
の
か
、

断
わ
る
こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

-
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
係
資
格
称
号
の

現
状

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
関
す
る

資
格
称
号
に
つ
い
て
は
、

↓
去
勺
J

二
日
見

，
vf
，口
μ
1
1
v
-宇
ハ

制
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
民

間
の
各
種
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判

断
に
も
と
♂
つ
い
て
、
タ
タ
種
多
様
な
資

格
称
号
を
付
与
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
充
実
し
た
講
習
と

厳
格
な
試
験
を
行
い
、

価
値
あ
る
資

て
付
与
さ
れ
る
も
の
。

ωは
、
「

O
ム

管
理
士
」
と
い
っ
た
名
称
の
も
の
で
、

講
習
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
付
与

さ
れ
る
も
の
で
す
。
川
、
山
は
、
い

ず
れ
も
、
こ

の
資
格
を
と
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
す
ぐ
職
業
に
結
び
つ
く

と
い
う
資
格
で
は
な
く
、
自
己
啓
発

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

閣
は
、
「

O
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

と
い

っ
た
名
称
の
も
の
で
、
企
業
診

断
を
行
え
る
な
ど
、
職
業
名
称
と
し

て
通
用
す
る
も
の
で
す
。

-
簡
単
に
職
業
に
結
び
つ
く
資
格
は

な
し

現
在
は
資
格
ブ

l
ム
と
い
わ
れ
て

お
り
、
中
で
も
企
業
な
ど
の
相
談
役

と
も
い
え
る
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

関
係
の
資
格
称
号
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
日
を
つ
け
た
悪
質
な

手
口
が
横
行
し
、
広
訟
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
信
用
し
て
、
「
高
額
な
講
習
料

を
支
払

っ
た
が
何
の
役
に
も
立
た
な

か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
ち
ょ

っ
と
講
習
会
を
受
け
る
程

度
で
専
門
家
と
し
て
、
職
業
に
結
び

20  

格資種各格
祢
口
巧
を
付
与
し
て
い
る
民
間
団
体

が
あ
る
反
面
、
中
に
は
わ
ず
か

一
回

-
全
日
本
能
率
連
盟
の
仕
事

三
時
間
程
度
の
講
習
会
を
受
講
す
る

だ
け
で

あ
る
い
は
認
定
料
を
払
う

通
商
産
業
省
で
は
資
格
称
号
に

だ
け
で

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
た
こ
と

「
O
ム
士
」
と
い

っ
た
林
号

を
与
え
て
い
る
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

か
ら

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
団
体

い
ず
れ
に
し
て
も

」
の
よ
う
な

な
ど
等
の
全
国
組
織
で
あ
る
「
社
団

系
列
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
国
家
資
格

法
人
全
円
本
能
率
連
盟
」
(
略
称

/.>. 
j二

に
な
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
主
規
制
規
約

能
連
)
を
指
導
し

はっきりと意、志表示は、
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つ
く
よ
う
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

」
と
に
よ

っ
て
、
受
講
は
取
り
消
さ

れ
ま
し
た
。

-
意
志
表
示
は
は
っ
き
り
と

業
者
の
甘
言
や
、
し
つ
こ
い
勧
誘

冒
頭
の
相
談
事
例
に
つ
い
て
は
、

事
例

1
の
場
合
は
、
申
し
込
み
の
書

類
を
送

っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
受

に
負
け
て
、
つ
い
契
約
し
て
し
ま

っ

た
が
、
や
は
り
や
め
た
い
と
い
う
相

談
が
、
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

講
の
意
志
表
示
を
し
て
い
な
い
旨
を

内
容
証
明
郵
便
で
出
す
こ
と
に
よ

っ

断
わ
る
と
き
は
、
は

っ
き
り
と
意

志
表
示
を
す
る
こ
と
。
資
格
を
取
得

て
取
り
消
し
さ
れ
ま
し
た
。

し
よ
う
と
思
う
と
き
は
、
内
容
を
よ

く
調
べ
て
か
ら
決
め
る
よ
う
に
し
ま

事
例

2
に
つ
い
て
も
、
勧
誘
の
状

況
に
つ
い
て
記
入
し
、
受
講
取
り
消

!
レ
ト
ム
F

ャ「ノ
。

し
を
求
め
る
内
容
証
明
郵
便
を
出
す
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3月20日
星電2月定例県議会が閉会
議長に黒田氏

2 j J定例県議会は、2211間の審議

の結果、日行手1157年度予算案などの案

件を原案どおり可決し、新議長に黒

田安之堤氏 を選び閉会しました。

3月26白
磁瑞龍寺「山門」などが童文に

文化財保護審議会は、国の重要文

化財として、!日岡市の瑞龍寺の IIJJ

門 j (J 8 1 8年建立 ) 、 「鳥 i ~ý摩明玉堂」
(うすさまみょうおうどう 、18世紀

後半建 ¥'i_)、「日出 1'"j(17Ht紀後、1':建

立)、11111廊j(17111:紀後、1':以降述、引

の 6怖を指定するよう丈部大同ーに符

申 しました。

これにより、瑞龍、干のfbll能うそ休の

f呆存が|苅られることになりま した。

瑞龍寺「山門」

3月27日
~剣岳「銅錫杖頭Jï鉄剣」里帰り

明治40年 7川13日に、当時参謀本

部陸地測量部品、此柴"，奇芳太郎氏ら

によっておIJ岳頂上で発見さ れた、国

指定重安文化財の「銅錫杖頭 (どう

しゃくじようとう)j と「鉄剣」が所

イ'1"者の柴崎芳博氏 から寄付され、 75

午ぶりに里帰り しましたコ

県では、~'í 分の問県\!~近代美術館

に保管し 、58fr5月に開催する「置
県百年記念近代寓山の歩み展」に特

別出品し、県L(のみなさまに公開す

る予定ですη

3月30日
腿鉄建公団

北陸新幹線駅、ルート公表

鉄道建設公[.tl寓山新幹線建設準備

事務所によ って、北陸新幹線の県内

通過ルートと停申駅がf足ノ京されました。

北陸新幹線の県内ルー トと停車駅

23 

哩E里J 雪_~ I~一 間
5/15土)1電鉄桜井駅前 110 : OO~ 15 : 301 
20対|朝日町役場前 ， 1 0 : OO~ 15 : 30 
22(i) 1富山駅前 1 1 0 : OO~ 16 : 001 
22(封|高岡駅前 1 10: OO~ 15 : 301 
27木)平村診療所前 ! 9: OO~ 12 : 00 
27木川上平村西赤尾農協前 13 : OO~ 15 : 30 
28劃|婦中町役場前 110 : OO~ 15 : 30 
29は川富山駅前 I 1 0 : OO~ 16 : 00 
29は)高岡駅前 10 : OO~ 15 : 30 
30日)1高岡駅前 I 10 : OO~ 15 : 30 

3月31白

星電巣山副知事辞任

/ 巣山庄司副知事は、 3月31H付で

副知事を昨任し、 4} J 1日付で大蔵

省へ復帰されました。

2年10ヵ}jの問、知事の補佐役と

して、県政に多くの足跡を残されま

した。

想い出を胸に県庁を去る巣山氏

3月30日
嵐置県百年記念事業に63件

置県百年記念事業推進本部は、置 、

県百年記念事業として、行事26件、

展示10件、海外派遣3件、 スポーツ

4件、施設11件、出版制作 9i'1この計

63件を最終案として第 21日|置県(i年

記念事業推進県民会議に提案するこ

とに決めました。

4月?日
麗 いい人いい味いきいき富山

県の観光キャッチフレーズ決定

県では、国鉄重点宣伝事業の指定

を受けたのを機に、新 しい観光キャ

yチフ レーズを-般公募したところ、

多数の応募があり、その中からjhlか
し1素朴な人情、新鮮なIll?Ifiの珍l味、

活力ある県勢を表す「し 3い人、いい

味、い きいき富Illjに決定しました。

これからは、このキャ yチフレーズ

で、観光富山を県外に売り込みたい

と考えています。

4月10日----5月13日
麗「現代日本のポスター」展開幕

「現代11本のポスター」展が県立
近代美術館で閉幕しました。

このポスター展は、現代人の生活

意識 と深くかかわる 11木のグラフィ
ックデザインの動向を紹介するもの

で、日本で初めて聞かれたものです。

多様なイメージを展開する現代のポスター

-自動車税の納期のお知らせ

自動車をお持ちの皆さん、向動車税の納

干兇はおすみになりま したか。

今年度は 5月31日までに、納税通知古-を
もって最寄りの金融機関または、県税事務

所の窓口で納めてください。その時む渡し

する領収書は、車検の際に必要な納税証明

書となっていますから車検証と一緒に大切

に保管してください。

また、納税には、便利で、安全な IJ座振付

制度がありますから、か忙しい方や近くに

金融機関のない方にお勧めします。

詳しいことは、最寄りの金融機関で、ご

相談ください。

・按術アドバイザーを募集します
中小企業が行う新製品や新技術開発な ど

に吋して、高度な専門知識と豊富な経験を

生かした助言 ・指導をしていただく技術ア

ドバイザーを次のとおり募集します。

・募集人員/約30人
-募集期限/5月151:lまで

・指導謝礼/1日につき l万2千円

応募資格など詳しいこと、あるいは指導

を希望される企業からの申し込みは、県庁
商工振興課(含富山31-4111)へどうぞ、0
・2級建築士試験の案内
・試験期日/学科 7刈25日

実技 9 H 12 EJ 
.受付期間/5月10日-14日
・受付場所/富山市愛宕町2-4-5

(社)富山県建築士会

なお、詳しいことは、県庁建築住宅課

(告富山31-4111)へどうぞ。
・商業統計調査にご協力を
本年6月1日現在で全国一斉に実施され

るこの調査は、 3年に 1回、卸小売宿や自主;

食胞など商業を営む全事業所を対象に、販

売活動や商品の流れなどを調査するもので

す。

調査結果は、行政や商白経営の基礎資料

として利用するもので、税金な どの目的に

使用されることはありません。

後日、・調査員が訪問しますので、ご協力

をお願いします。

・受通事故棺談所のご案内
県では、交通事故にあい、困っている人

のため、.交通事故相談所を設けて専門の交

通事故相談員や弁護士が無料で相談に応じ
ています。

相談所は県庁2階にあり、月躍日から金

曜日までは毎日午前9時から午後4時まで、

土曜日は午前9時から正午まで相談を受け

付けています。

なお、相談は電話でも結構です。

(宮富山31-4111 内線 759)



シリーズ

魅力ある郷土づくり
県有施設紹介②

イメージアップをはかる県広報

県の施策の紹介や、暮しに欠かせない情報を

提供しておりますが、今年度は次のとおり計

画しています。

みんなの県政

毎月最終土曜Hに北日本、富山、読売、北

陸中円の 4紙にき頁で掲載しています。この

うち、 4回は、見聞き 2ページを使って掲載

します。

県からのお知らせ

朝日、毎日は毎月第 2、最終土曜日に、北

日本、富山、読売、北陸中日は第 2土曜日に

掲載しています。

県政についてのご相談は県民相談室ヘ

県

広報課では、みなさんと県庁とを結ぶ大切

なパイプ役として、この「県広報とやま」の

ほか、テレビ、新聞などの媒体を活用して、

KNB 
県民に向かつて聞かれた県政の諸施策等に

ついて、県民のみなさんに十分知っていただ

くための番組です。ベテラン稲垣健次アナを

司会として、親しみやすく構成します。

なお各週ごとの具体的内容は次のとおり予

定しています。

第 1週県政 tの諸問題を紹介。

第 2週 県有施設の紹介 (新 シリー ズ)。

第 3週 県の主要プロジ、エクト紹介 (9月までう

第 4週知事と語る(又は知事に聞く)。

第 5週本県出身者の登場

大
気
汚
染
に
始
ま

っ
て
水
覧
汚
濁
、

騒
音
、
振
動
、
産
業
廃
棄
物
と
い
っ

富山市新総曲輪1-7(県庁内)
宮富山31-4111的
31-3131 (県民電話・直通)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮高岡21-9411

魚津新市10-7(総合庁舎内)
告魚津24-5311

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)
8砺波 3-5151 

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民棺談室

砺波地方県民相談室

談相民

富山テレビ
県内各地の明るい話題や郷土の内然、産業、

文化、県民の活動などを紹介し 、郷土のよさを

見直そうという番組です。

話題をメインに各ミニコーナでつなぎ、バラ

エティに富んでいて家族みんなで楽しめます。

逢地真理子-アナを司会として、話題を新しい面

から切り拓くため男性レポータ-3名を起用し

ています。 小泉哲也 (フ。ロスキーヤー)

金木静 (作 家)

飯田敏雄 (福光東部小校長)

十I 一3主 1
内山;
|太町 刃I目て!

閤山 タ許ド、
l川市" ゴ仁3三
(fE41 セ
怨 ン。
7 
タ6 

I 6 

5 
~ (6) 
2 
8 
3 
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11"11. 

水
質
汚
濁
の
監
視
測
定
を
行
う
水
質

課
、
騒
音
、
振
動
、
産
業
廃
棄
物
そ

た
具
合
に

〈
公
害
〉
と
呼
ば
れ
る
も

の
他
の
監
視
測
定
な
ど
を
行
う
特
殊

公
害
課
な
ど
か
ら
な
っ
て
お
り
、
最

の
に
は
数
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

小
杉
町
太
閤
山
に
あ
る
公
害
セ
ン
タ

ー
は
、
県
の
公
害
対
策
を
支
え
る
中

心
的
な
機
関
で
す
。

新
鋭
の
機
器
を
駆
使
し
て
公
害
の
監

視
、
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
大
気
汚
染
や
悪
臭

の
監
視
測
定
な
ど
を
行
う
大
気
課
、

澄
ん
だ
空
気
と
清
い
流
れ
を
求
め

て
、
公
害
セ
ン
タ
ー
は
「
魅
力
あ
る

郷
土
づ
く
り
」
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「今日の大気の汚染度は一……」

KNBIこんにちは富山県で、す」 5月@富山テレビ1110万人のひろば」
毎週日曜日、午前 8 時~ 8 時30分 受レピ 毎週日曜日 、 午前 9 時~ 9 時30分

豊かなむらづくり 2日 過疎パス路線を走る

施設紹介 青少年の家 9日 馬術に挑戦

建設すすむ県民公園太閤山ラ ンド 16日 募ります/あしながおじさん

知事と語る~一日所長を体験して~ 23日 作家の見た富山

シャーフロス ・アンド ・フラ yツの
30日 飯田先生の教育相談原信夫氏に聞く

24  

¥ 

公害の監視役、公害センター



水
や
雪
と
た
た
か
い

山
を
拓
き

土
を
耕
し

海
を
利
し

豊
か
な
水
を
電
気
に
変
え

日
本
海
沿
岸
随
一
の

経
済
工
業
県
に
雄
飛
さ
せ
た

先
達
の
労
苦
は
、
い
ま

新
幹
線
を
呼
ぴ

技
術
立
県
へ
と
朔
ぷ

希
望
に
満
ち

夢
多
く

活
力
に
満
ち
た

輝
か
し
い
こ
の
歴
史

富
山
県
は
、
い
ま

百
年
を
迎
え
る

企明治16年5月9目的で、 石川県から富山県
を分県したことを示す太政官布告

園 田.L.....::;.._ー. • __  園田園ーぬー

企八尾町の故富士原岩太郎さんが婦負郡町立
潤身小学校からいただいた明治16年の卒業証
書だが、上は石川県、下は富山県になってい
るところにご注目下さい。

お手許に、古い写真や遺品などがありませんか。ご連絡ください。

置県百年記念誌編集用

昭
和
五
十
八
年
五
月
九
日
は
、
明

治
十
六
年
六
月
九
日
に
富
山
県
が
石

川
県
か
ら
分
県
し
て
百
年
に
な
る
、

歴
史
の

一
頁
を
か
ざ
る
輝
か
し
い
日

で
す
。」
の
百
年
を
記
念
し
て
、
県
で
は

各
種
の
記
念
事
業
を
準
備
し
て
お
り

ま
す
。

富
山
県
置
県
百
年
記
念
誌
の
発
行

明
治
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、
産
業
、

経
済
、
文
化
生
活
そ
の
他
、
私
た
ち

りを
しと
まり
しま
たく
。諸

'情
勢
は
大
き

様
万吉て
ヨζ

富
山
県
で
は
、
今
ま
で
に
、
富
山

県
政
史
や
富
山
県
史
、
富
山
県
議
会

史
な
ど
発
行
あ
る
い
は
編
さ
ん
中
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
文

章
を
中
心
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
史
資
を
参
考
に
し
て
、

年
代
を
追
っ
て
写
真
や
絵
画
を
中
心

富山市新総曲輪lの7ft31-3131(県民電話)〒930・印刷(綜)チュー工ツ

に

〈富
山
県
置
県
百
年
記
念
誌
》
を

編
集
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
で
は
、
こ
の
記
念
誌
に

登
載
す
る
た
め
の
、
古
い
写
真
や
遺

品
な
ど
を
探
し
て
お
り
ま
す
。

お
手
許
に
よ
」
れ
は
参
考
に
な
る
か

も
り
こ
れ
を
こ
の
際
:
:
:
に
あ
そ
こ

に
こ
ん
な
も
の
が
H

と
思
わ
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
恐
れ
入
り
ま

す
が
、
左
記
へ
御

一
報
あ
る
い
は
お

電
話
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

富山県知事公室広報課
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V 昭和36年10月18日に開かれた第20回全
日本産業安全大会にご出席のため14日か
ら5日間行啓された皇太子ご夫妻

.県広報とやま 昭和57年5月号瓜160 5，000部


